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pp. 195–209, December 2005.

57. Toshiyuki Miyachi, Kenjiro Cho, and Yoichi Shinoda. On the Stability of Server Selection Algorithm
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against Network Fluctuations. In Technologies for Advanced Heterogeneous Networks (Proceedings

of First Asian Internet Engineering Conference, AINTEC2005), pp. 210–224, December 2005.

58. Kazuhide Koide, Shunsuke Fujieda, Kenjiro Cho, and Norio Shiratori. TCP Retransmission Mon-

itoring and Configuration Tuning on AI3 Satellite Link. In AINTEC2005, Bangkok, Thailand,

December 2005.

59. Yuki Oyabu, Ryuji Wakikawa, and Jun Murai. An adaptive application flooding for efficient data

dissemination in dense ad-hoc networks. In Lecture Notes in Computer Science 3837 Springer 2005,

pp. 240–253, December 2005.

60. Mohammad Abdul Awal, Kanchana Kanchanasut, and Yasuo Tsuchimoto. Multicast Packet Loss

Measurement and Analysis over Unidirectional Satellite Network. In Lecture Notes in Computer

Science, pp. 254–268, December 2005.

61. Hiroaki Hazeyama, Youki Kadobayashi, Masafumi Oe, and Ryo Kaizaki. InterTrack: A federation

of IP traceback systems across borders of network operation domains. In Proceedings of Annual

Computer Security Applications Conference (ACSAC), Technology Blitz Session, December 2005.

62. 江崎浩．インターネット技術を用いたオープン環境情報共有システムの構築 Live E!：ディジタル

百様箱による自立的な気象データの共有と応用 ．第 28回情報システム利用技術シンポジューム，

December 2005.

63. Hideaki Yoshifuji. Linux Is Now IPv6 Ready. Vol. 2, pp. 283–290, 2005.

64. Kenji Ohira, Ying Huang, Kenji Fujikawa, Motonori Nakamura, and Yasuo Okabe. Security analysis

on public wireless internet service models. In Proceedings of the 3rd ACM international workshop

on Wireless mobile applications and services on WLAN hotspots, pp. 107–110, 2005.

ワークショップ（査読なし）

1. 松浦知史，新井イスマイル，中村豊，藤川和利，砂原秀樹．P2Pネットワークにおける位置に関連した情報

の管理・検索手法の提案と評価．第 46回プログラミング・シンポジウム報告集，pp. 83–94, January 2005.

2. 斎藤充治，戸邊論，植原啓介，砂原秀樹．位置表現を考慮したシームレスな位置情報取得のためのプラッ

トフォームの提案と実装．第 46回プログラミングシンポジウム報告集，pp. 95–106, January 2005.

3. 中村真也，衛藤将史，門林雄基．情報の二次利用ポリシを記述可能なメールシステムの提案と実装．2005年

暗号と情報セキュリティシンポジウム予稿集，Vol. I, pp. 205–209, January 2005.

4. 大江将史，櫨山寛章，門林雄基．トレースバックシステムの相互接続アーキテクチャの提案．2005年暗

号と情報セキュリティシンポジウム予稿集，Vol. III, pp. 1549–1554, January 2005.

5. 大宅裕史，櫨山寛章，門林雄基．ワーム拡散の遅延を目的とした検知・遮断機構の提案．情報処理学会

研究報告，2005-CSEC-28-(5), March 2005.

6. 黄穎，藤川賢治，中村素典，岡部寿男．Security Analysis on Autonomous Distributed Public Wireless

Internet. 情報処理学会研究報告，2005-DPS-122，March 2005.

7. 樫原茂，塚本和也，尾家祐二．VoIPのための再送回数を用いたハンドオーバ管理手法の性能評価．電子

情報通信学会 2005年総合大会，BS-3-5, pp. s30–31, March 2005.

8. 井島亮一，塚本和也，樫原茂，尾家祐二．WLANの再送回数を用いたハンドオーバ決定指標の有効性調

査．電子情報通信学会 2005年総合大会，BS-3-6, pp. s32–33, March 2005.

9. 門林雄基．高精度トレースバック研究開発の現状．情報セキュリティ戦略シンポジウム，March 2005.

10. 江口勝彦，渡辺健次．Opengateの IPv6対応に関する研究．情報処理学会分散システム／インターネッ

ト運用技術研究会論文集，pp. 7–12, March 2005.

11. 宮本剛，中村豊，砂原秀樹．ネットワーク管理者MLを情報源とした運用ノウハウ抽出手法の提案及び

実装と評価．情報処理学会研究報告，2005-DSM-36, No. 9, March 2005.
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12. 長橋賢吾，江崎浩．iBGPにおけるルートリフレクターのスケーラビリティに関する研究．第 67回情報

処理学会全国大会，March 2005.

13. 葦名保雄，江崎浩．ルートリフレクタを用いた大規模 IP-VPN網の安定化および負荷軽減手法の一提案．

第 67回情報処理学会全国大会，March 2005.

14. 坂巻，江崎浩．エニキャスト技術を用いた広域マルチリンク接続プロバイダにおける経路最適化手法の

提案．第 67回情報処理学会全国大会，March 2005.

15. 石田，江崎浩．エンドホストにおけるパケット処理負荷の計測方法の提案．第 67回情報処理学会全国大

会，March 2005.

16. 菅，江崎，峰野，石原．通信回線共有方式における動的トラフィック分配方式の提案．第 67回情報処理

学会全国大会，March 2005.

17. 藤田，江崎．拡張可能なネットワーク処理を行うオペレーティングシステムアーキテクチャ．第 67回情

報処理学会全国大会，March 2005.

18. 江崎浩．我が国のブロードバンドインターネット環境の現状と今後．電子情報通信学会フォトニックネッ

トワーク研究会，March 2005.

19. 後郷和孝，神谷弘樹，渋井理恵，金子晋丈，玉載旭，小森田賢史，藤巻聡美，寺岡文男．リンク層情報

を利用したネットワーク層主導高速ハンドオーバ機構の設計と実装．電子情報通信学会MoMuC研究会

論文集，May 2005.

20. 渡辺健次，近藤弘樹．工業系高等学校における IPv6 を用いたユビキタス社会実験研究プロジェクト

プロジェクトの概要と意義 ．電子情報通信学会インターネットアーキテクチャ研究会論文集，

pp.19–24, May 2005.

21. 宮地利幸，知念賢一，篠田陽一．SpringOS/VM：大規模ネットワークテストベッドにおける仮想機械

運用技術．情報処理学会研究報告書，2005-OS-99, pp. 105–112, May 2005.

22. 安田真悟，中川晋一，三角真，三井実，篠田陽一．高品位ユビキタス環境実現のための低周波再生条件

に関する検討．電子情報通信学会信学技報 TECHNICAL REPORT OF IEICE IN2005-6, pp. 29–33,

May 2005.

23. 漣一平，山井成良，岡山聖彦，宮下卓也，丸山伸，中村素典．宛先不明メールを利用した分散協調型 spam

フィルタの認識率向上．情報処理学会研究報告，2005-DSM-37，May 2005.

24. 新善文，三村到．ギャランティードネットワークのためのネットワーク機器技術．信学技報，Vol. 105,

No. 79, IA2005-6, pp. 31–34, May 2005.

25. 井島亮一，塚本和也，樫原茂，尾家祐二．WLANハンドオーバにおける新たな決定指標の調査．電子情

報通信学会技術研究報告，IN2005-7, pp. 67–72, July 2005.

26. 三輪信介，宮地利幸，大野浩之，篠田陽一．不正アクセス等再現実験環境の統合手法に関する研究．In

IEICE, Symposium on Cryptography and InformationSecurity, 2005, July 2005.

27. 小野祐介，斉藤俊介，田中康之，寺岡文男．通信の特性に応じた TCPアルゴリズム切り替え機構の設

計と実装．情報処理学会マルチメディア，分散，協調とモバイル（DICOMO 2005）シンポジウム論文

集，July 2005.

28. 野間仁司，岡島一郎，舩渡大地，寺岡文男．万物通信を想定したAttribute Castの提案と実装．情報処

理学会マルチメディア，分散，協調とモバイル（DICOMO 2005）シンポジウム論文集，July 2005.

29. 斎田佳輝，市川本浩，中村豊，藤川和利，砂原秀樹．sFlowによるネットワークトラフィック監視システ

ムの提案．マルチメディア，分散，協調とモバイル（DICOMO2005）シンポジウム論文集，pp. 761–764,

July 2005.

30. 寺田直美，河合栄治，砂原秀樹．ストリーミングサービスにおけるクライアント上のサービス品質推定

のためのサーバログ分析手法の提案．マルチメディア，分散，協調とモバイル（DICOMO2005）シン

ポジウム論文集，pp. 769–772, July 2005.
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31. 伊藤誠悟，佐藤弘和，河口信夫．無線 LANの電波強度分布類似度を用いた方向推定手法．マルチメディ

ア，分散，協調とモバイル（DICOMO2005）シンポジウム講演集，pp. 549–552, July 2005.

32. 根岸佑也，河口信夫．ユーザインタフェースの遠隔操作による機器間連携．マルチメディア，分散，協

調とモバイル（DICOMO2005）シンポジウム論文集，pp. 73–76, July 2005.

33. 田中和也，河口信夫．XCASTを用いた統合コミュニケーション環境の構築．マルチメディア，分散，協

調とモバイル（DICOMO2005）シンポジウム講演集，pp. 13–16, July 2005.

34. 塚田学，三屋光史朗，植原啓介，村井純．Mobile Networkにおけるインターネット接続性の動的共有に関

する研究．マルチメディア，分散，協調とモバイル（DICOMO2005）シンポジウム論文集，pp. 141–144,

July 2005.

35. 三輪信介，宮地利幸，大野浩之．不正アクセス等再現実験環境の統合実験．マルチメディア，分散，協

調とモバイル（DICOMO2005）シンポジウム講演集，July 2005.

36. 石山政浩，鎌田健一，宮澤和紀，坂根昌一，岡部宣夫，井上淳．制御ネットワークの IP化におけるセ

キュリティを考慮したノード自律設定システムの一検討．In IPSJ Dicomo Workshop 2005, July 2005.

37. 市川本浩，河合栄治，藤川和利，砂原秀樹．インターネットにおける組織間システム連携時のアクセス

制御に関する考察．情報処理学会分散システム／インターネット運用技術研究会第 38回研究報告会論文

集，pp. 47–50, August 2005.

38. 河口信夫，春原雅志．WebCodget：Webサーバに移動して動作する組込み機器向け移動ソフトウェア．

情報処理学会研究報告：ユビキタスコンピューティングシステム，pp. 41–44, September 2005.

39. 伊藤誠悟，吉田廣志，河口信夫．Locky.jp：無線 LAN を用いた位置情報・測位ポータル．情報処理

学会モーバイルコンピューティングとユビキタス通信研究会第 34 回研究報告会論文集，pp. 25–31,

September 2005.

40. 坂野あゆみ，大岩拓馬，寺岡文男．χlin6-nemo: Lin6に基づくネットワークモビリティプロトコルの提

案．電子情報通信学会ソサイエティ大会講演論文集，pp. S11–S12, September 2005. CD-ROM.

41. 樫原茂，塚本和也，尾家祐二．1台の移動端末が VoWLANトラフィックに与える影響の調査．電子情

報通信学会 2005年ソサイエティ大会，September 2005.

42. 川喜田佑介，三次仁，小河原岳，中村修，村井純．ランダム誤り回線における RFIDアンチコリジョ

ン性能．電子情報通信学会 2005 年ソサエティ大会講演論文集（ISSN 1394-144X）B-5-164, p. 564,

September 2005.

43. 三次仁．UHF帯RFIDにおけるキャリアセンスと稼働率の関係．電子情報通信学会 2005年ソサエティ

大会講演論文集（ISSN 1394-144X）B-5-167, p. 567, September 2005.

44. 真鍋憲市，江口勝彦，渡辺健次．Java を用いた Opengate クライアントの開発．学術情報処理研究，

pp. 91–94, September 2005.

45. 水江真登，小林孝史，上島紳一．GRID 環境を用いたボロノイ図の作成アルゴリズムに関する検討．

FIT2006第 5回情報科学技術フォーラム，September 2005.

46. 門林雄基．Research and Development of Secure Overlay Networks. In Franco-Japanese Symposium

on Computer Security, September 2005.

47. 藤村直美，瀧山真貴．UNIX系 OS一括導入方法の提案と性能評価について．情報処理学会「分散シス

テム／インターネット運用技術」研究会報告集，pp. 35–40, October 2005.

48. 中村暢達，藤山健一郎，河合栄治，砂原秀樹．柔軟な復旧条件を満たすデータベース接続層データ複製

手法の提案．情報処理学会第 17回コンピュータシステム・シンポジウム，November 2005.

49. 松平直樹．IPv6 onlyでの運用を可能とするバックボーンネットワーク構築技術．電子情報通信学会イ

ンターネットアーキテクチャ研究会信学技報，Vol. 105, No. 377, pp. 1–5, October 2005.

50. 田中久夫，河合栄治，小山琢己，山口英，山本平一．WWWにおける時間的制約のあるプッシュ型情報

配信機構の設計とプロトタイプ実装．情報処理学会第 12回放送コンピューティング研究グループ研究
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会，pp. 202–209, November 2005.

51. 篠崎隆志，河合栄治，山口英，山本平一．広帯域ネットワークにおける Linux上のWebサーバの挙動

分析．情報処理学会第 15回システム評価研究会，November 2005.

52. 礒崎直樹，高野祐輝，篠田陽一．大規模な散布型センサネットワークにおけるルーティング方式の検討．

情報処理学会モバイルコンピューティングとユビキタス通信研究報告書，pp. 135–140, November 2005.

53. 高野祐輝，礒崎直樹，篠田陽一．複数経路を用いた P2Pネットワーク上でのネゴシエーションと鍵共

有法．情報処理学会マルチメディアと分散処理／電子化知的財産・社会基盤研究報告書，pp. 25–30,

November 2005.

54. 吉田廣志，伊藤誠悟，河口信夫．無線 LANを用いた測位ポータル locky.jpにおける位置情報サービス．

情報処理学会グループウェアとネットワークサービスワークショップ 2005，November 2005.

55. 田中和也，河口信夫．XCAST技術のデプロイメントとプロモーションイベントの評価．情報処理学会

グループウェアとネットワークサービスワークショップ 2005（GNWS2005），pp. 1–6, November 2005.

56. 岡田行央．ソーシャルインターネットワークを用いた違法行為発生情報車内通報システムの提案．日本

鉄道サイバネティクス協議会鉄道サイバネ・シンポジウム，p. 806, December 2005.

57. 山本，江崎．パケットフローを利用したマルチキャスト品質測定に関する研究．第 67回情報処理学会全

国大会，December 2005.

58. 土井正宏，藤村直美．携帯電話による授業理解度集計システム．In Proc. of the 3rd annual conference

of Asia Digital Art and Design Association, pp. 30–31, December 2005.

59. 井口弘一郎，藤村直美．スケジュールと利用者のグループ化管理システムの開発．In Proc. of the 3rd

annual conference of Asia Digital Art and Design Association, pp. 160–161, December 2005.

60. 花井綾子，藤村直美．ネットワークを利用した視覚障害者支援システムの開発．In Proc. of the 3rd

annual conference of Asia Digital Art and Design Association, pp. 164–165, December 2005.

61. 内田幸治，篠田陽一．標準偏差フィルタによるインターネット定点観測システムのアドレス探索の保護．

電子情報通信学会 IN研究会，2005.

62. 小堺康之，吉藤英明，江崎浩，村井純．Linuxにおける IPバージョン非依存なコネクショントラッキ

ングの設計と実装．電子情報通信学会第 21回 NS・IN研究会，104（信学技報 IN2004-248），No. 690,

pp. 29–33, 2005.

RFC

1. Motonori Nakamura and Jun-ichiro Hagino. SMTP Operational Experience in Mixed IPv4/v6 Envi-

ronments, January 2005. RFC3974.

2. Steve Deering, Brian Haberman, Tatuya Jinmei, Erik Nordmark, and Brian Zill. IPv6 Scoped

Address Architecture, March 2005. RFC4007.

3. Yasuhiro Morishita and Tatuya Jinmei. Common Misbehavior Against DNS Queries for IPv6

Addresses, May 2005. RFC4074.

Internet-Draft

1. Koki Mintani, Rie Shibui, Kazutaka Gogo, and Fumio Teraoka. Unified L2 Abstractions for

L3-Driven Fast Handover, February 2005. draft-koki-mobopts-l2-abstractions-02.txt.

2. Masafumi Watari and Thierry Ernst. Route Optimization with Nested Correspondent Nodes,

February 2005. draft-watari-nemo-nested-cn-01.txt.

3. Soohong Park, Syam Madanapalli, and Tatuya Jinmei. Considerations on M and O Flags of IPv6

Router Advertisement, March 2005. draft-ietf-ipv6-ra-mo-flags-01.txt.

4. Susan Thomson, Thomas Narten, and Tatuya Jinmei. IPv6 Stateless Address Autoconfiguration,
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7. T. Momose, K. Shima, and A. Tuominen. The application interface to exchange mobility information

with Mobility subsystem (Mobility Socket, AF MOBILITY), June 2005.

draft-momose-mip6-mipsock-00.txt.

8. Chan-Wah Ng, Pascal Thubert, Masafumi Watari and Fan Zhao. Network Mobility Route Optimiza-

tion Problem Statement, July 2005. draft-ietf-nemo-ro-problem-statement-00.txt.

9. R. Kuntz, M. Tsukada, E. Paik, T. Ernst, and K. Mitsuya. Evaluating Multiple Mobile Routers and

Multiple NEMO-Prefixes in NEMO Basic Support, July 2005.
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10. Chan-Wah Ng, Fan Zhao, Masafumi Watari and Pascal Thubert. Network Mobility Route Optimiza-

tion Solution Space Analysis, September 2005. draft-ietf-nemo-ro-space-analysis-00.txt.

11. Chan-Wah Ng, Pascal Thubert, Masafumi Watari, and Fan Zhao. Network Mobility Route Opti-

mization Problem Statement, October 2005. draft-ietf-nemo-ro-problem-statement-01.txt.

12. Chan-Wah Ng, Fan Zhao, Masafumi Watari, and Pascal Thubert. Network Mobility Route Opti-

mization Solution Space Analysis, October 2005. draft-ietf-nemo-ro-space-analysis-01.txt.

13. T. Ernst and H-Y. Lach. Network Mobility Support Terminology, October 2005.

draft-ietf-nemo-terminology-04.txt.

14. T. Ernst. Network Mobility Support Goals and Requirements, October 2005.

draft-ietf-nemo-requirements-05.txt.

15. T. Ernst, N. Montavont, R. Wakikawa, E. Paik, C. Ng, K. Kuladinithi, and T. Noel. Goals and

Benefits of Multihoming, October 2005. draft-ernst-generic-goals-and-benefits-02.txt.

16. C. Ng, E. Paik, T. Ernst, and M. Bagnulo. Analysis of Multihoming in Network Mobility Support,

October 2005. draft-ietf-nemo-multihoming-issues-04.txt.

17. M. Tsukada, R. Kuntz, and T. Ernst. Analysis of Multiple Mobile Routers Cooperation, October

2005. draft-tsukada-nemo-mr-cooperation-analysis-00.txt.

18. N. Montavont, R. Wakikawa, T. Ernst, C. Ng, and K. Kuladinithi. Analysis of Multihoming in

Mobile IPv6, October 2005. draft-montavont-mobileip-multihoming-pb-statement-05.txt.

19. K. Shima. IPv4 Mobile Host/Network support for NEMO Basic Support Protocol, October 2005.

draft-shima-nemo-v4prefix-01.txt.

20. Rie Shibui, Kazutaka Gogo, Koshiro Mitsuya, Koki Mitani, and Fumio Teraoka. Unified L2 Abstrac-

tions for L3-Driven Fast Handover, November 2005. draft-koki-mobopts-l2-abstractions-03.txt.

21. Chan-Wah Ng, Pascal Thubert, Masafumi Watari, and Fan Zhao. Network Mobility Route Opti-

mization Problem Statement, December 2005. draft-ietf-nemo-ro-problem-statement-02.txt.

22. Yuji Nomura, Rod Walsh, Juha-Pekka Luoma, Hitoshi Asaeda, and Henning Schulzrinne. A Frame-

work for the Usage of Internet Media Guides, December 2005.

draft-ietf-mmusic-img-framework-09.txt.

23. Yuji Nomura, Hitoshi Asaeda, and Henning Schulzrinne. SIP Event Notification for Internet Media

Guides, December 2005. draft-nomura-mmusic-img-notify-02.txt.

24. Shoichi Sakane, Kenichi Kamada, Michael Thomas, and Jan Vihuber. Kerberized Internet Negoti-

ation of Keys (KINK), December 2005. draft-ietf-kink-kink-11.txt.
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25. G. Keeni. The Managed Object Aggregation MIB, December 2005.

wide-paper-netman-glenn-aggrmib-00.txt.

学位論文

1. Kengo Nagahashi. Global Routing Information Management for Internet System. The University of

Tokyo, Graduate School of Information Science and Technology, March 2005.

2. Masashi Eto. Studies on Policy Based Route Management for Intra-domain and Inter-domain Net-

works. 奈良先端科学技術大学院大学，情報科学研究科情報処理学専攻，September 2005.

3. 菊地高広．インターネットにおけるライフライン通信に関する研究．奈良先端科学技術大学院大学，情

報科学研究科情報システム学専攻，February 2005.

修士論文

1. 入野仁志．フォーマット非依存性を考慮した映像伝送支援技術の研究．慶應義塾大学，政策・メディア

研究科，February 2005.

2. 小柴晋．Wireless Coverage Extension for Vehicular Access Network. 慶應義塾大学，政策・メディア

研究科，February 2005.

3. 鈴木貴晶．探索的お薦め導出手法を用いた作品の発見に関する研究．慶應義塾大学，政策・メディア研

究科，February 2005.

4. 岡田耕司．インターネット自動車におけるポリシ経路制御を用いた複数リンク活用技術の研究．慶應義

塾大学，政策・メディア研究科，February 2005.

5. 渡里雅史．A Route Optimization Scheme for Nested Mobile Networks. 慶應義塾大学大学院，政策・

メディア研究科，February 2005.

6. 生野徳彦．インデックス機能の高速性を考慮した動的な DHTの構築．慶應義塾大学大学院，理工学研

究科開放環境科学専攻，February 2005.

7. 犬飼哲朗．環境に適応する VoIPアプリケーションの実装と評価．慶應義塾大学大学院，理工学研究科

開放環境科学専攻，February 2005.

8. 栗栖俊治．実運用を想定した大規模位置情報管理機構の構築．慶應義塾大学大学院，理工学研究科開放

環境科学専攻，February 2005.

9. 斉藤俊介．TCPの帯域集約機構に関する研究．慶應義塾大学大学院，理工学研究科開放環境科学専攻，

February 2005.

10. 田中康之．エンドホストにおけるポリシールーティングに関する研究．慶應義塾大学大学院，理工学研

究科開放環境科学専攻，February 2005.

11. 田智秀．PANAを使用した検疫モデルの設計と実装．慶應義塾大学大学院，理工学研究科開放環境科学

専攻，February 2005.

12. 神谷弘樹．レイヤ間情報交換アーキテクチャに基づくシームレスモビリティ実現手法の設計と実装．慶

應義塾大学大学院，理工学研究科開放環境科学専攻，February 2005.

13. 安間健介．匿名性を考慮した IPモビリティ通信機構．慶應義塾大学大学院，理工学研究科開放環境科学

専攻，February 2005.

14. 大岩拓馬．LIN6に基づくネットワークモビリティプロトコルの改良．慶應義塾大学大学院，理工学研究

科開放環境科学専攻，February 2005.

15. 韓閏燮．ハンドオフを考慮した無線 TCP通信の効率化手法の設計と実装．慶應義塾大学大学院，理工

学研究科開放環境科学専攻，February 2005.

16. 木ノ下稔．プリケーション指向の IPパケット制御手法の提案と実現．北陸先端科学技術大学院大学，情

報科学研究科情報システム学専攻，March 2005.
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17. 墨岡沖．大遅延を提供するメッセージサービスの提案と受信者属性の一致による実現方法に関する研究．

北陸先端科学技術大学院大学，情報科学研究科情報システム学専攻，March 2005.

18. 高島大裕．アドホックネットワークの非常時通信への適用に関する研究．北陸先端科学技術大学院大学，

情報科学研究科情報システム学専攻，March 2005.

19. 飯村卓司．オーバレイネットワークを用いたMOGインフラストラクチャの提案．奈良先端科学技術大

学院大学，情報科学研究科情報処理学専攻，March 2005.

20. 大宅裕史．ワーム拡散の遅延を目的とした検知・遮断機構の提案．奈良先端科学技術大学院大学，情報

科学研究科情報処理学専攻，March 2005.

21. 大塚敏晴．マルチホーム環境におけるスループットを改善する SCTP高速化手法の提案と評価．奈良先

端科学技術大学院大学，情報科学研究科情報処理学専攻，March 2005.

22. 岡田行央．ソーシャルインターネットワークの提案と実装．奈良先端科学技術大学院大学，情報科学研

究科情報処理学専攻，March 2005.

23. 岡本拓二．マルチホーム環境下におけるMAP利用の動的切り替えの提案と評価．奈良先端科学技術大

学院大学，情報科学研究科情報処理学専攻，March 2005.

24. 塩出一平．トラフィックの統計指標を利用したワーム検出手法の提案．奈良先端科学技術大学院大学，

情報科学研究科情報処理学専攻，March 2005.

25. 嶋村昌義．フィードバック型動的帯域制御と組織単位の動的帯域割当アルゴリズムによるVPNホース帯域

割当方式の提案と性能評価．奈良先端科学技術大学院大学，情報科学研究科情報処理学専攻，March 2005.

26. 竹内茂樹．バースト的な実時間トラフィックにおけるトランスポート層の公平性の性能評価．奈良先端

科学技術大学院大学，情報科学研究科情報処理学専攻，March 2005.

27. 中村真也．情報の二次利用ポリシを記述可能なメールシステムの提案と実装．奈良先端科学技術大学院

大学，情報科学研究科情報処理学専攻，March 2005.

28. 西川求．サーバファームにおける電子証明書を用いた脆弱性管理システムの実装と評価．奈良先端科学

技術大学院大学，情報科学研究科情報処理学専攻，March 2005.

29. 藤井聖．通信先ホスト数の変化に注目した異常トラフィック自動検出手法の提案と評価．奈良先端科学

技術大学院大学，情報科学研究科情報システム学専攻，February 2005.

30. 佛圓裕一．移動体からのストリーミング配信を考慮したマルチキャスト経路制御機構の提案とその評価．

奈良先端科学技術大学院大学，情報科学研究科情報システム学専攻，February 2005.

31. 藤井聖．通信先ホスト数の変化に注目した異常トラフィック自動検出手法の提案と評価．奈良先端科学

技術大学院大学，情報科学研究科情報システム学専攻，February 2005.

32. 増田慎吾．グリッドシステムの試行錯誤による利用を支援するワークフローシステムの設計と実現．奈

良先端科学技術大学院大学，情報科学研究科情報システム学専攻，February 2005.

33. 松浦知史．P2Pネットワークにおける位置に関連した情報の管理・検索手法の提案と評価．奈良先端科

学技術大学院大学，情報科学研究科情報システム学専攻，February 2005.

34. 宮本剛．ネットワーク管理者MLを情報源とした運用ノウハウ抽出手法の提案及び実装と評価．奈良先

端科学技術大学院大学，情報科学研究科情報システム学専攻，February 2005.

35. 鬼丸敬輔．エンドノード主導によるファイアウォール制御機構の提案と実装．奈良先端科学技術大学院

大学，情報科学研究科情報システム学専攻，February 2005.

36. 斎藤充治．位置情報基盤モデルの提案と実装．奈良先端科学技術大学院大学，情報科学研究科情報シス

テム学専攻，February 2005.

37. 曽我直樹．センサネットワーク統合管理プロクシの提案．奈良先端科学技術大学院大学，情報科学研究

科情報システム学専攻，February 2005.

38. 渡辺道和．高等教育における e-Learningの現状分析と展望．奈良先端科学技術大学院大学，情報科学研

究科情報システム学専攻，September 2005.
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39. 吉田薫．OSPFネットワークにおける誘導経路情報を用いた動的経路選択手法．東京大学，大学院情報

理工学系研究科電子情報学専攻，February 2005.

40. 葦名保雄．ルートリフレクタを用いた大規模 iBGP網の安定化および負荷軽減手法．東京大学，大学院

情報理工学系研究科電子情報学専攻，February 2005.

卒業論文

1. 石神靖弘．JPEG2000を用いた最適映像配信システムの研究．慶應義塾大学，環境情報学部，February

2005.

2. 吉田雅史．経路制御情報を利用したトラフィック情報予測機構の設計と実装．慶應義塾大学，総合政策

学部，February 2005.

3. 千代佑．計算機資源に応じた映像配信機構に関する研究．慶應義塾大学，環境情報学部，February 2005.

4. 小椋康平．LOLCAST: Layered Overlay Multicast Protocol.慶應義塾大学，環境情報学部，February 2005.

5. 松園和久．パケットフロー特性に着目した映像音声配信モデルの研究．慶應義塾大学，環境情報学部，

February 2005.

6. 小松純．アドホックグループを対象とした協調作業支援フレームワークの提案と実現．慶應義塾大学，

総合政策学部，February 2005.

7. 門田美由紀．DHCPを利用した動的な資源割当手法に関する研究．慶應義塾大学，環境情報学部，February

2005.

8. 湧島愛子．プレイフルシネマ：インターネットにおける個人の創作物の自由な流通を支援する機構．慶

應義塾大学，環境情報学部，February 2005.

9. 谷隆三郎．プレゼンス情報を利用したアプリケーションのフレームワークに関する研究．慶應義塾大学，

環境情報学部，February 2005.

10. 塚田学．Mobile Networkにおけるインターネット接続性の動的共有に関する研究．慶應義塾大学，環

境情報学部，February 2005.

11. 遠山祥広．情報集約型車両情報管理ミドルウェアの設計と実装．慶應義塾大学，環境情報学部，February

2005.

12. 小野祐介．通信の特性に応じた TCPアルゴリズム切り替え機構の設計と実装．慶應義塾大学，理工学

部情報工学科，January 2005.

13. 海沼義彦．FMIPv6における PANAを用いたドメイン内高速認証方式の提案と実装及び検証．慶應義

塾大学，理工学部情報工学科，January 2005.

14. 後郷和孝．リンク層情報を利用したネットワーク層主導ハンドオーバ機構の設計・実装と評価．慶應義

塾大学，理工学部情報工学科，January 2005.

15. 佐々木幹．IPv4ノードと IPv6ノードの共存を実現する DHTアルゴリズムの提案と実装．慶應義塾大

学，理工学部情報工学科，January 2005.

16. 野間仁司．万物通信を想定した Attribute Cast の提案と実装．慶應義塾大学，理工学部情報工学科，

January 2005.

17. 山上昌彦．LIN6-NEMOにおけるマルチホーミングの設計と実装．慶應義塾大学，理工学部情報工学科，

January 2005.

18. 石田真一．TCP/IPデータ転送におけるパケット処理負荷解析システムの設計と実装．東京大学，工学

部電子情報工学科，February 2005.

19. 菅洋輝．通信回線共有方式における動的トラフィック分配方式の提案．東京大学，工学部電子情報工学

科，February 2005.

20. 坂巻俊明．エニキャスト技術を用いたマルチホーム経路最適化手法の提案．東京大学，工学部電子情報

工学科，February 2005.
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Noël, and Lucian Suciu. Optimized support of multiple wireless interfaces within an ipv6 end-

terminal. In SOC’03 (Smart Objects Conference), Grenoble, France, May 2003.

[10] S. Annapureddy, M.J. Freedman, and D. Mazieres. Shark: Scaling file servers via cooperative

caching. In NSDI, May 2005.

[11] ANSI/ASHRAE Standard 135-1995. BACnet — A Data Communication Protocol for Building

Automation and Control Networks. http://www.bacnet.org/.

[12] J. Arkko, V. Devarapalli, and F. Dupont. Using IPsec to Protect Mobile IPv6 Signaling Between

Mobile Nodes and Home Agents, RFC3776. June 2004.

[13] J. Arkko, Ed., J. Kempf, B. Zill, and P. Nikander. SEcure Neighbor Discovery (SEND), RFC3971.

March 2005.

[14] J. Arkko, V. Torvinen, G. Camarillo, A. Niemi, and T. Haukka. Security Mechanism Agreement

for the Session Initiation Protocol (SIP), RFC3329. January 2003.

[15] ASHRAE. ANSI/ASHRAE Standard 135-1995, BACnet A Data Communication Protocol for

Building Automation and Control Networks, 1995.

[16] P. Barford, J. Kline, D. Plonka, and A. Ron. A Signal Analysis of Network Traffic Anomalies.

Internet Measurement Workshop, 2002.

[17] M. Baugher, D. McGrew, M. Naslund, E. Carrara, and K. Norrman. The Secure Real-time Trans-

port Protocol (SRTP), RFC3711. March 2004.

[18] A. Bavier, M. Bowman, B. Chun, D. Culler, S. Karlin, S. Muir, L. Peterson, T. Roscoe, T. Spalink,

and M. Wawrzoniak. Operating system support for planetary-scale services. In NSDI, March 2004.

[19] A.R. Bharambe, M. Agrawal, and S. Seshan. Mercury: Supporting scalable multi-attribute range

queries. In ACM SIGCOMM, September 2004.

[20] P. . Scapy. URL. http://www.secdev.org/projects/scapy/.

[21] bot. http://www.sans.org/rr/whitepapers/malicious/1299.php.

549



[22] J. Bournelle, G. Valadon, D. Binet, S. Zrelli, M. Laurent-Maknavicius, and J.-M. Combes. Aaa

considerations within several nemo deployment scenarios. In First Workshop on Network Mobility

(WONEMO), January 2006.

[23] J.D. Brutlag. Aberrant Behavior Detection in Time Series for Network Monitoring. USENIX 14th

Systems Administration Conference (LISA), 2000.

[24] R. Bush. Delegation of IP6.ARPA, RFC3152. August 2001.

[25] E. Byres. Plant network security: Can’t happen at your site? inTech, ISA, Feb. 2002.

http://www.isa.org/Content/ContentGroups/InTech2/Features/20023/February6/

Cant happen at your site .htm.

[26] CAIDA. http://www.caida.org/.

[27] P. Calhoun, D. Frascone, and J. Kempf. The Diameter API. Internet-Draft

draft-ietf-aaa-diameter-api-04.txt, IETF, March 2005.

[28] P. Calhoun, J. Loughney, E. Guttman, G. Zorn, and J. Arkko. Diameter Base Protocol, RFC3588.

September 2003.

[29] CALM — Medium and Long Range, High Speed, Air Interfaces parameters and protocols for

broadca st, point to point, vehicle to vehicle, and vehicle to point communication in the ITS sector-

Networking Protocol-Complementary element. Draft ISO/WD 21210, ISO, Technical Committee

204, WG16, February 2005. Work in progress.

[30] B. Carpenter, J. Crowcroft, and Y. Rekhter. IPv4 Address Behaviour Today, RFC2101. February

1997.

[31] J.D. Case, M. Fedor, M.L. Schoffstall, and J. Davin. Simple Network Management Protocol

(SNMP), RFC1157. May 1990.

[32] M. Castro, M. Costa, and A. Rowstron. Debunking some myths about structured and unstructured

overlay. In NSDI, May 2005.

[33] Certification Working Group. http://v6pc.jp/jp/wg/certificationWG/.

[34] Y. Chen, D. Bindel, H. Song, and R.H. Katz. An algebraic approach to practical and scalable

overlay network monitoring. In ACM SIGCOMM, August 2004.

[35] K. Cho, R. Kaizaki, and A. Kato. AGURI: An Aggregation-Based Traffic Profiler. QofIS2001,

September 2001.

[36] P. Chown. Advanced Encryption Standard (AES) Ciphersuites for Transport Layer Security (TLS),

RFC3268. June 2002.

[37] Cisco IOS Software NetFlow.

http://www.ciscocom/warp/public/732/Tech/nmp/netflow/index.shtml.

[38] Cisco Sampled NetFlow. http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/software/

ios120/120newft/120limit/120s/120s11/12s sanf.htm.

[39] Cisco Systems, Inc. http://www.cisco.com/.

[40] Connectathon. http://www.connectathon.org/.

[41] F. Dabek, B. Zhao, P. Druschel, J. Kubiatowicz, and I. Stoica. Towards a common api for structured

peer-to-peer overlays. In IPTPS, February 2003.

[42] D. Davis, D. Geer, and T. Ts’o. Kerberos with clocks adrift: History, protocols, and implementa-

tion. In USENIX Computing Systems 9:1, January 1996.

[43] S. Deering, S. Hares, C. Perkins, and R. Perlman. Overview of the 1998 IAB Routing Workshop,

RFC2902. August 2000.

[44] M. Delany and Ed. Domain-based email authentication using public-keys advertised in the dns

550



(domainkeys). draft-delany-domainkeys-base-03, September 2005.

[45] DETER. DETER Laboratory for Security Research. http://www.isi.edu/deter/.

[46] V. Devarapalli and F. Dupont. Mobile IPv6 Operation with IKEv2 and the revised IPsec. Internet

Draft. October 2005.

[47] V. Devarapalli, R. Wakikawa, A. Petrescu, and P. Thubert. Network Mobility (NEMO) Basic

Support Protocol, RFC3963. January 2005.

[48] T. Dierks and C. Allen. The TLS Protocol Version 1.0, RFC2246. January 1999.

[49] J. Dike. A user-mode port of the linux kernel. In the Proceedings of the 4th Annual Linux Showcase

and Conference, October 2000.

[50] DJBDNS, http://www.djbdns.org/.

[51] Y. Doi. DNS meets DHT: Treating massive ID resolution using DNS over DHT. In Proceedings of

SAINT 2005, pp. 9–15, 2005.

[52] J.R. Douceur. The sybil attack. In IPTPS, March 2002.

[53] R. Droms. Dynamic Host Configuration Protocol, RFC2131. March 1997.

[54] R. Droms, Ed., J. Bound, B. Volz, T. Lemon, C. Perkins, and M. Carney. Dynamic Host Config-

uration Protocol for IPv6 (DHCPv6), RFC3315. July 2003.

[55] R. Droms and P. Thubert. DHCPv6 Prefix Delegation for NEMO. Internet Draft

draft-ietf-nemo-dhcpv6-pd-00.txt, IETF, August 2005.

[56] M. Dunmore. Evaluation of Multihoming Solutions. Technical report, 6net project, February 2005.

[57] F. Dupont and J-M. Combes. Using IPsec between Mobile and Correspondent IPv6 Nodes.

Internet-Draft draft-ietf-mip6-cn-ipsec-02.txt, IETF, December 2005.

[58] F. Dupont, S. Sugimoto and M. Nakamura. PF KEY Extension as an Interface between

Mobile IPv6 and IPsec/IKE. Internet-Draft draft-sugimoto-mip6-pfkey-migrate-01.txt, IETF,

August 2005.

[59] EIA. EIA/CEA-709.1-B, Control Network Protocol Specification, 2002.

[60] S. El-Ansary, L.-O. Alima, P. Brand, and S. Haridi. Efficient broadcast in structured p2p networks.

In IPTPS, February 2003.

[61] EPCglobal ALE (Application Level Event) Ver. 1.0. http://www.epcglobalinc.org/

standards technology/EPCglobal ApplicationALE Specification v112-2005.pdf.

[62] EPCglobal Architecture Framework Version 1.0, Jul 2005, EPCglobal ARC.

http://www.epcglobalinc.org/standards technology/Final-epcglobal-arch-20050701.pdf.

[63] EPCglobal Class-1 Generation-2 UHF RFID Conformance Requirements Specification v. 1.0.2.

http://www.epcglobalinc.org/standards technology/EPCglobal%20Class-1%20

Generation-2%20UHF%20RFID%20Conformance%20V1%200%202.pdf.

[64] EPCglobal ONS (Object Naming Service) Ver. 1.0. http://www.epcglobalinc.org/

standards technology/EPCglobal Object Naming Service ONS v112-2005.pdf.

[65] EPCglobal TDS (Tag Data Standard) Ver 1.1. http://www.epcglobalinc.org/

standards technology/EPC TDS 1%201 Rev 1%2027 Ratification final%201-2006.pdf.

[66] EPCglobal.inc. http://www.epcglobalinc.org/.

[67] T. Ernst. E-Wheelchair: A Communication System Based on IPv6 and NEMO. In 2nd Interna-

tional Conference on Smart Homes and Health Telematic (ICOST), Singapore, September 2004.

Keio University, Japan. http://icost2004.i2r.a-star.edu.sg.

[68] T. Ernst. Network Mobility Support Requirements. Internet Draft

draft-ietf-nemo-requirements-05.txt, IETF, October 2005. Work in progress.

551



[69] T. Ernst, R. Kuntz, and F. Leiber. A Live Light-Weight IPv6 Demonstration Platform for ITS

Usages. In 5th International Conference on ITS Telecommunications (ITST), pp. 61–66, Brest,

France, June 2005. Available from http://www.nautilus6.org.

[70] T. Ernst and H.-Y. Lach. Network Mobility Support Terminology. Internet Draft draft-ietf-nemo-

terminology-04.txt, IETF, October 2005. Work in progress.

[71] T. Ernst, K. Mitsuya, and K. Uehara. Network Mobility from the InternetCAR Perspective. JOIN:

Journal on Interconnection Networks, Vol. 4, No. 3, September 2003.

[72] T. Ernst, N. Montavont, R. Wakikawa, E. Paik, C. Ng, Koojana Kuladinithi, and Thomas Noël.
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川本芳久，木村泰司，櫻井三子，

鈴木茂哉，民田雅人，森島直人，

許先明

20 地理的位置情報とインターネット 河口星也，戸辺論，沼田雅美，

原史明，渡辺恭人

21 自動車を含むインターネット環境の構築 和泉順子，植原啓介，佐藤雅明，

塚田学，遠山祥広，戸辺論，

松浦知史，三屋光史朗，湧川隆次，

渡辺恭人

22 環境情報の自律的な生成・流通を可能にす

るインターネット環境の構築

石田真一，石塚宏紀，落合秀也，

神谷誠，小林弘和，洞井晋一，

松浦知史

23 IRCの運用状況とデータ解析 高橋郁，辰巳智，中野博樹，

丸山伸

24 Integrated Distributed Environment

with Overlay Network

飯村卓司，折田明子，門林雄基，

斉藤賢爾，土井裕介，森本将太

25 Auto-IDとインターネット 宇夫陽次朗，桃井康成

26 ネットワーク情報の視覚化 日下如央，長健二朗，和田英一
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27 超広帯域ネットワークにおけるキラーアプ

リケーション

遠峰隆史，久松剛，堀場勝広，

松園和久

28 非圧縮 HDTV転送において遅延制御装置

を利用した遠隔ジャズセッション

加藤朗，重近範行，杉浦一徳，

中村修，長谷部克幸，村井純，

山本成一

29 インターネットを用いた高等教育環境 大川恵子，岸田崇志，河野英太郎，

前田香織，松浦友彦，三川荘子，

村上陽子

30 実ノードを用いた大規模なインターネット

シミュレーション環境の構築

大野浩之，篠田陽一，鈴木未央，

知念賢一，宮地利幸，三輪信介

31 迷惑メール低減に関する技術開発と普及 佐川昭宏，山本和彦

32 Asian Internet Interconnection

Initiatives

Tran Ba Thai，

Mohamad Dikshie Fauzie，横山輝明

33 IXの運用技術 加藤朗，重近範行，関谷勇司，

中村修，長谷部克幸，森島直人

34 JGNII Operation 江崎浩，金海好彦，小林和真，

三宅喬，山内一郎

35 大規模な仮設ネットワークテストベッドの

設計・構築とその運用

大江将史，小柏伸夫，片岡広太郎，

島慶一，鈴木未央，横山輝明

36 M Root DNSサーバの運用 加藤朗，関谷勇司

37 WIDEネットワークの現状 朝枝仁，宇多仁，岡村耕二，

岡本裕子，小川浩司，奥村貴史，

海崎良，垣内正年，齋藤武夫，

鈴木伸介，鈴木未央，関谷勇司，

竹内奏吾，田中康之，土井一夫，

中村素典，西村浩二，野間仁司，

長谷部克幸，藤原和典，許先明，

堀場勝広，三島和宏，三宅喬，

森島直人，山崎年正，山本成一

567



ISSN 1344-9400

WIDEプロジェクト 2005年度研究報告書

2006年3月発行 c©2006 WIDE Project Printed in Japan ISSN 1344-9400

編集発行人 ：WIDEプロジェクト代表村井純
連 絡 先 ：〒252 8520

神奈川県藤沢市遠藤 5322
慶應義塾大学環境情報学部
村井研究室
TEL 0466 49 3529
FAX 0466 49 1101
E mail junsec@wide.ad.jp

発 行 所 ：慶應義塾大学湘南藤沢学会
製 作 ：株式会社ピクト


